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理事長賞

　小野はR2年に入職した新卒の職員となります。1年目よりプリセプターとLINEを活用しながら煩雑な厨房

業務を確実に覚え、2年目にはその経験を活かし、新卒栄養士のプリセプターを担ってくれております。その

多忙な業務の中、独学にて管理栄養士国家試験に合格し、今年度より指導管理栄養に付き管理業務を

覚えている最中でした。

　その管理栄養士が体調不良となり、継続的な治療が開始となりました。申し送りは受けているものの、実

働1人で熟すのは非常に負担が大きい状況でしたが、持ち前の明るさと前向きな姿勢で、栄養ケアマネジメ

ント及び往診歯科のミールラウンド、ケース会議等、懸命に業務を熟してくれていました。

　その様な中、12月24日より特養においてコロナクラスターが発生。主管理栄養士もコロナ陽性となり、栄養

課のマネジメントを1人で対応せざるを得ない状況となります。年末年始ということもあり、発注調整の期間は

なく、陽性者対応のディスポ食器対応及び2回食への切り替え対応、発注調整作業などが一気に発生しま

したが、現場調理師と連携し、冷静・適正な対応を行ってくれました。また、現場職員が不足する際には、

自らが厨房に入りフォローを率先して行ってくれるなど、非常に頼もしくその求められる役割を超えた活躍を

行ってくれました。

　このピンチな状況をマイナスの発言一つも発しない小野のマネジメントにより、利用者さんに対して安全な

食事提供ができたのは言うまでもなく、正月にはおせち料理や握り寿司をディスポ食器にて提供する事ができ

ました。

内　容

　今回クラスターとなり、本来ならば感染委員は病棟師長が行うべきものであるが、陽性となり出勤停止で

あった為、感染管理の取りまとめを代行してくれました。現場に追われている看護師のサポート、発症日や解

除日のずれの確認、部署長が集まって毎日行ったミーティングの資料作成、どこの部署が見てもわかる病棟

マップの毎日の更新など、「日頃、電カルも見ないからわからない」と言いながらも、的確に行ってくれました。

また、今回のクラスターが年末年始でありましたが、毎日出勤し陽性者発生の確認を含め、サポートしてくれ

ました。

今回は現場の職員だけでの対応ではなく、医事、経理、総務、施設管理、保育室やコメディカル全部署で

の拡大合同ミーティングを実施し、それぞれの部署の役割など確認しクラスター対応できたことは、ワンチー

ムになれたと感じました。

　クラスターだけではなく、技能実習生に対しても、自転車でしか行動できない２人を車で遠方まで買い物に

連れて行ってくれたり、試験日の送迎も含めて、勤務外に対応してくれています。そのような親身な対応に技

能実習生も体調が悪くなった時や生活面で困ったことが発生した時に、藤井さんに連絡して親代わりのよう

に頼りにされている存在です。

理事長賞に推薦したいと思います。

西伊豆健育会病院 経理　藤井小百美

感染委員、病棟師長の代わりに感染管理の取りまとめをおこない毎日行ったミーティ
ングのサポートを行った功績。

3階病棟師長　磯谷里佐

日常業務を超えて、不慣れな業務を率先して行い、また年末年始にもかかわらず一
日も空けることなく感染管理業務を行い年末年始のクラスター下での救急入院受け
入れの土台となる病棟マップの作成をおこない現場業務のサポートを行ったことに対
して理事長賞に推薦したいと思います。
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